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平
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時
代
の
儀
軌
訓
読
に
於
け
る
音
義
の
利
用

！
仁
和
寺
蔵
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
を
中
心
に
1

一
八
四

松
　
　
本
　
　
光
　
　
隆

目
　
　
次

は
じ
め
に

一
、
仁
和
寺
蔵
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
に
つ
い
て

二
、
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
と
一
字
頂
輪
王
玲
伽
念
詞
儀
軌
の
訓
読

お
わ
り
に

は
　
じ
　
め
　
に

金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
（
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
）
は
、
特
に
そ
の
音
義
部
分
に
お
い
て
は
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
玲
伽
一
切
時

処
念
詞
成
仏
儀
軌
（
一
字
頂
輪
王
儀
軌
）
　
の
語
句
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
義
注
・
音
注
・
和
訓
を
記
し
た
も
の
で
、
国
語
資
料
と
し
て

注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
済
過
の
弘
法
大
師
制
作
目
録
、
覚
鎖
の
高
祖
制
作
目
録
、
心
覚
の
大
師
制
作
目
録
な
ど
に
よ
り
、
空
海
撰
と
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
真
撰
か
否
か
問
題
と
さ
れ
て
い
る
音
義
で
あ
る
。
築
島
裕
・
小
林
芳
規
両
博
士
は
、
高
山
寺
蔵
の
鎌
倉
時
代
写

（1）

の
三
本
に
つ
い
て
、
御
高
論
を
発
表
さ
れ
、
伝
本
に
二
系
統
が
あ
る
こ
と
、
現
存
本
音
義
は
原
撰
本
系
類
衆
名
義
抄
に
登
載
さ
れ
た
一
字
頂

輪
王
儀
軌
音
義
と
、
字
母
に
至
る
ま
で
よ
く
一
致
す
る
こ
と
、
本
音
義
の
仮
名
づ
か
い
等
の
検
討
か
ら
、
空
海
撰
と
し
て
矛
盾
の
な
い
こ
と



な
ど
を
説
か
れ
た
。

本
稿
で
問
題
と
す
る
の
は
、
仁
和
寺
蔵
の
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
院
政
期
写
本
を
中
心
と
し
た
音
義
の
訓
読
へ
の
利
用
に
関
す
る
問
題
で

あ
る
。

「
　
仁
和
寺
蔵
一
字
頂
輪
三
億
軌
音
義
に
つ
い
て

仁
和
寺
蔵
の
二
子
頂
輪
王
儀
軌
音
義
は
仁
和
寺
現
所
蔵
の
一
帖
で
、
塔
頭
蔵
第
七
箱
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

○
院
政
期
写
、
粘
葉
装
桝
型
、
斐
紙
（
樺
交
り
）
、
「
心
蓮
院
」
朱
印
、
「
仁
和
寺
／
心
蓮
院
」
複
廓
朱
印
、
縦
一
八
・
五
、
横
一
五
・
二

押
界
七
行
、
界
高
一
四
・
二
、
界
幅
一
・
八
、
失
点
（
喜
多
院
点
、
院
政
期
）
、
自
点
（
仮
名
、
喜
多
院
点
、
院
政
期
）
、
尾
題
ナ
シ
、
紺

地
紙
原
表
紙

（
表
紙
）
「
甲
／
第
九
箱
」

（
外
題
）
一
字
儀
軌
音
義
次
第

（
内
題
）
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義

（
奥
書
）
　
　
　
　
　
　
（
別
筆
）
「
心
蓮
院
」

書
誌
は
、
右
に
掲
げ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
「
心
蓮
院
」
「
仁
和
寺
／
心
蓮
院
」
の
二
顆
の
朱
印
が
押
捺
さ
れ
、
仁
和
寺
に
伝
え
ら
れ
た
資
料
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
が
、
奥
書
は
、
書
写
加
点
に
関
す
る
も
の
が
な
い
。
訓
点
に
は
、
自
点
と
朱
点
と
が
存
し
、
共
に
、
喜
多
院
点
を
使
用

し
て
お
り
、
院
政
期
の
書
写
と
推
定
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
。
ヲ
コ
ト
点
の
喜
多
院
点
か
ら
、
真
言
宗
系
統
の
資
料
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
の
他
の
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
伝
本
は
、
以
下
に
掲
げ
た
五
資
料
に
管
見
が
及
ん
だ
。

1
、
高
山
寺
甲
本
（
第
一
八
五
函
第
用
号
）

○
鎌
倉
時
代
承
元
二
年
写
、
粘
葉
装
、
朱
点
（
仮
名
、
ヲ
コ
ト
点
、
喜
多
院
点
、
承
元
二
年
）

平
安
時
代
の
儀
軌
訓
読
に
於
け
る
音
義
の
利
用
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（
奥
書
）
本
＼
／
以
光
明
山
本
書
寓
比
校
共
了

安
元
三
季
五
月
廿
日
以
阿
閣
梨
御
房
御
本
／
比
校
付
異
本
浦
書
等
了

一
八
六

建
久
二
季
二
月
以
戎
本
交
7
両
三
字
直
之

（
以
上
本
奥
書
）

承
元
二
季
七
月
十
八
日
書
了

覚
経
／
被
直
本
定
書
寛
之
了

2
、
高
山
寺
乙
本
（
第
一
八
九
函
第
3
7
号
）

○
鎌
倉
時
代
初
期
写
、
粘
菓
装
、
訓
点
ナ
シ
、
尾
欠

3
、
高
山
寺
丙
本
（
第
一
五
三
函
第
3
3
号
）

○
鎌
倉
時
代
初
期
写
、
粘
葉
装
、
訓
点
ナ
シ
、
奥
書
ナ
シ

4
、
東
寺
観
智
院
甲
本
（
又
別
第
三
二
函
第
2
1
号
）

○
南
北
朝
時
代
貞
法
三
年
写
、
粘
葉
装
、
訓
点
ナ
シ

（
奥
書
）
貞
治
三
年
七
月
六
日
於
上
乗
院
東
房
書
之

（
修
補
奥
書
）
「
延
享
二
歳
次
乙
丑
閏
十
二
月
十
五
日
令
修
治
収
／
金
剛
蔵
了
／
僧
正
賢
賀
嫡
十
瑚

5
、
東
寺
観
智
院
乙
本
（
又
別
第
三
二
函
第
2
2
号
）

○
南
北
朝
時
代
文
和
三
年
写
、
粘
葉
装
、
朱
点
（
句
切
点
、
南
北
朝
時
代
）

（
奥
書
）
天
養
二
季
首
夏
十
三
日
以
恵
什
閣
／
梨
本
寛
之
　
権
大
僧
都
寛
信
　
（
以
上
本
奥
書
）

文
和
三
季
四
月
廿
日
於
勧
修
寺
竹
林
／
房
書
寓
了
　
権
少
僧
都
呆
賛
／
一
枚
了

（
修
補
奥
書
）
「
延
享
二
歳
次
乙
丑
閏
十
二
月
十
五
日
令
繕
装
収
納
／
金
剛
蔵
辛
／
僧
正
賢
賀
補
十
瑠

高
山
寺
に
鎌
倉
初
期
の
写
本
が
三
本
、
東
寺
観
智
院
に
南
北
朝
時
代
の
写
本
が
二
本
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
1
は
覚
経
筆
の
承
元
二
年
（
一
二
〇

八
）
の
写
本
で
、
喜
多
院
点
の
加
点
が
存
す
る
。
本
奥
書
に
、
東
大
寺
東
南
院
別
所
で
あ
る
山
城
国
の
光
明
山
の
名
が
見
え
る
も
の
で
あ
る
。



2
・
3
は
高
山
寺
蔵
の
鎌
倉
初
期
写
と
さ
れ
る
資
料
で
、
訓
点
は
な
い
。
4
は
、
東
寺
観
智
院
の
蔵
本
で
、
貞
治
三
年
二
三
六
四
）
の
写
本
、

訓
点
は
な
い
。
5
は
、
文
和
三
年
（
一
三
五
四
）
の
果
宝
の
写
本
で
あ
っ
て
、
本
奥
書
に
は
、
天
養
二
年
（
二
四
五
）
に
法
務
寛
信
が
恵
什

闇
梨
本
を
書
写
し
た
旨
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
醍
醐
寺
・
勧
修
寺
辺
に
も
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
儀
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ

る
。
こ
の
本
に
は
失
点
が
存
す
る
が
、
句
切
点
の
み
で
あ
る
。

管
見
の
及
ん
だ
、
以
上
の
六
本
の
内
、
訓
点
の
存
す
る
も
の
は
、
三
本
、
そ
の
う
ち
、
資
料
5
は
、
句
切
点
の
み
で
あ
る
。
仁
和
寺
蔵
院

政
期
写
本
と
、
資
料
1
の
高
山
寺
蔵
甲
本
に
は
、
共
に
喜
多
院
点
の
加
点
が
存
す
る
。

二
子
頂
輪
王
儀
軌
音
義
に
は
、
本
文
の
字
句
の
差
異
か
ら
二
系
統
の
本
文
が
存
す
る
こ
と
は
、
築
島
・
小
林
両
博
士
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

（2）

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
に
音
義
部
分
の
対
校
表
を
掲
げ
る
。

仁
和
寺
本
は
、
音
義
部
分
の
「
6
2
特
進
」
以
下
の
記
載
の
存
す
る
こ
と
、
右
の
表
「
3
5
撤
」
字
の
音
義
に
「
傘
字
同
也
」
の
部
分
が
存
す
る

こ
と
、
高
山
寺
甲
本
に
近
く
同
系
統
の
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

《
表
一
》

5 4 3 2 1 被
注
字

摸 纂 故 令 轢

可 衣 安 善 音

仁
茄 艮 ／ ／ 尺
／ ／ 也 也 阿
反 布 反

／
訓
須
留

和
寺
本

可 衣 賓 善 音

一
ホ 良
／
布

／
也
／
也
尺
阿
反
／
訓
須
留

ハ
反 局

山
寺
甲
本

可 衣 責 善 惜訓
甘ホ 良 也 也 尺須 同
山
寺
乙
本

反 ／
布

阿
反
／

留

可 衣 宴 善 惜訓 昔ホ 良 也 也 尺須 同
山
寺
丙
本

反 ／
布
．

阿
反
／

留

可 衣 賛 善 惜訓
観
智
院
甲
本

ホ 艮 也 也 尺須
反 ／
布

阿
反
／

留

可
ホ
衣
艮
寮
也
蓋 立

観
智
院
乙
本

雪
善
日
尺

反 ／ イ
」
阿

布
（右
）／
也

反
／
訓
須
留

平
安
時
代
の
儀
軌
訓
読
に
於
け
る
音
義
の
利
用
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71 61 51 41 31 21 11 01 9 8 7 6
埼
伽
唖 珊 量

茶
羅

拭 磨 蒜 章 蒋 蔦 騎 族
性

梵云 布 波於 梵且 志 須 知nH
力 鬼 許 婆万 支 四

語目 ン、 江 語壇
u
／ ／須 ホ 干 句太 伊 姓

此應 ／ 反毛 此也 反 留 益 ／ ／ 反久 反 ／
／ 元 川

／
乃 ／ ／

川
波
久

／
反
止
艮
／

反 反 川
／
／
乃
留

也

［＝
＝
］

布 波於 梵
語
［壇
］

志
憶
反
／

［川
波
久
］

須 知止 鬼 許 婆 支 四
＼ヽ 江 ／ 益 ホ 其 ロ万 畢

ノ／ 反毛 此
且
／

也
留 反口力 ／ （右 反太 反 也

［元
］

川
／

乃 ／須 反 ）
「干
」
／
反

／久 ／
乃
留

梵RR
不 布 波於 梵旦 志 須 知止 鬼 許 婆 支 四
語應 ンヽ 江 語壇 息 留 益 ヽ！ 其 ロ万
此 ／ 反毛 此也 反久 反口力 反 ／ 反太 反 也
云
／
元 川
／

乃 ／ ／ ／須 反 ／久 ／
乃
□

梵目’不 布 波於 梵且 志 須 知艮 鬼 許 婆 支 四
語應 ＼ヽ 江 語壇 息 □ 益nH

ホ 其 ロ万 姓
此 ／ 反毛 此也 反久 反須 ／ ／ 反太 反 ／
云
／
元 川
／

口 ／ ／ 止
／
反 反 ／久 ／

乃
留

也

梵R
R
．蔦1

布 波布 梵旦 志 須 知止 鬼 許 婆 支 四
語

u ＼ヽ 江毛 語壇 息 益 ホ 其 ロ万
此 元 反乃 此也 反久 留 反口力 反 反 反太 反 也
云
／

川
於
／

／ ／ ／須 ／久 ／
乃
留

梵云 布 波於 梵壇 志 須 知止 鬼 許 婆万 支 四
語目’不 ＞ヽ 江布 語也 憶 留 益良 ホ 干 句太 伊 姓
此應 元 反毛 此 反 反n

H
力 反 反 ／／ 反 也

／ 川
／

乃 且
／
／
川
波
久

／須 反
川
／

久 ／
乃
留



23 13 03 92 002 72 62 52 42 32 22 12 02 91 81
脛 叉 股 脳

後
腿 腕 額 剋 柱 拇 素

月
鋒
鋭
押 側 滑

ヒ上 阿 毛 干 干 太 ヒ上音 能 左 於 上 上下 於 祖 栗太
／ 左 ／ 奈 都 ＞ヽ 太口力 ／ ン、 保 自 止止 ／ 波 知艮
左 ／ ＞ヽ ／ ／ ／ レし上支 也 ／ ／ 也 口力志 須 ／ 反口力
布 久 毛 牟 ／／ 布 由 利 元 奈ホ
保 ン、，

支反 ヒ上 ／ ／

ヒ上 阿 毛 千 千 太 ヒ上音 □ 左 於 □ 上下 於 □ ［
果
知
］
反
奈
／

太
良
（加
）
（右
補
）
ホ

左 左 ＼ヽ 「子 「干 □口 也 ンヽ □ 止止
［

／ 」
（
」
（
／ ヒ上支 布 ／ □ ［□ 須 波

］布 朱
）奈
久
保

朱
）□
毛
く

［元
］
支

／反 由
比

加
］
□
／

／
元

レし上 阿 毛 干
干 太 Lru

上音 能 左 於 上 上下 於 祖 果奈
左 左 ン、 奈 ＞ヽ 大知 也 ＞ヽ 止止 須 波 知太
布 久 毛 牟 レし上支 ／ 由 也 口力志 元 反良

保 □ ／
支
／反 布 ／

比
利
／

／加
ホ

レし上 阿 毛 千 千 太 レし上音 ヒヒム【日 左 於 上 上下 於 祖 果奈
左 左 ＞ヽ 奈 都 ＼ヽ 大口力 也 ン＼ 保 白 止□ 須 波 知太
（下 久 毛 牟 レし上支 布 ／ ／ ∩＝力志 ／ 反良

補
）布

保 □ ／
支
／反 由

比
也 利
／
元 ／ホ

レし上 阿 毛 干 干 太 Lru
上口力 ヒヒム日 左 於 上 上下 於 祖 果奈

左 左 ＞ヽ 奈 都 、（，
大支 也 ＼ヽ 保 自 止止 須 波 知太

（下 久 毛 牟 ヒ上反 布 由 也 H＝目
方志 元 反艮

補
）布

保 ＞＼ 支 音
／

ヒ上 利
／

／加
ホ

レし上 阿
毛 干 干 太 ‘レし上音 能 左 於 上 上下 於 祖 果良

左 左 ＼ヽ 奈 ＞ヽ 太∩＝＝
／ ンヽ 土土 須 波 ／口

布 ／ 毛 至 ヒ上支 也 布 由 也 口力志 元 知ホ
久
保
＞ヽ 支 ／反 ヒ上 利

／
／
反
奈
太
／

平
安
時
代
の
儀
軌
訓
読
に
於
け
る
音
義
の
利
用

一
八
九
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昏 午 展 菟 由 描 盤 微 修

者
調 劇 繹

娼
撤 悉
地
寓

由 馬
／
阿 苑
反
猶
／
取
／
∩
＝∴＝＝

不
力
元
／
奈
止
志
良
甚
／

上
禅
反
下
／
指
反
太

□
／
也
加
太
ヲ
′留
状
也

左
ホ
左
傘
此
＿
口
／志 五

／ 時 ／ ／ 也 也 ／ 也 ／ ／ 也 反字 ／ 也
戸 太 阿

太
奴 止 部 川

口
／

間
口
成
就

由 馬 阿 苑 猶 取 口一未
1
元 奈 志 甚 上

、
也 左口力 此

＿
口

志 也 也 n＝＝
也 也 ホ 五 也

／ 時 ／ ／ ／ ／ ／ 反n＝＝
力 反傘 ／

戸 太 阿

［太
］

奴 ′ヽ＼ 部 下
拍
反
太
平

奈
留
状
也

川
／
字
同
也

成
就

由 馬 阿 苑 猶 取 口不 元 奈 志 甚 上
、

／留
、

左 此
＿
口

時 志 也 也 口 也 也 ＼！口 石 也
戸 太 ／ ／ 止 ／ 反乎也 反左 成

阿
太

奴 ＼ヽ 部 下
描
反

也
加
奈

／ 就

由 馬 阿 苑 猶 取 口一木1
元 奈 志 甚 上

、
／留 左 此

＿
ロ

志 也 也 nH
也 止 也 水口＝＝ 五 也

／
戸
時 ／
太
／
阿
太

奴 ′ヽヽ 部 反
下
捕
反

乎
也
加
奈

也 反
／

左 成
就

由 馬 阿 苑 猶 取 n
H
イ芥っ
元 奈 志 甚 上

、
／留 左 此

＿
口

時 志 也 也 口 也 止 也 ホ口 五 也
戸 太 ／

阿
太

奴 ＞＼ 部 反
下
指
反

乎
也
加
奈

也
．

反
／

左 成
／
就

由 馬 阿 苑 猶 取 口一木
っ
元 奈 志 甚 上平 左 此 口

布
＿
時 志 反 也 也 口力 也 止 艮 也 禅也 ホ【＝H

力 ／ 也
戸 太 ／

阿
太

奴 ＼ヽ 部 反
下
摘
反
／
太

加
奈
留
状
也

反
／

左 云
／
成
／
就



26 16 06 95 005 75 65 55 45 35 25 15 05 94 84特
軋
形
服
閣 董 巾’PP 両日 覇 秘 賛 間 捜 鎮 喰 燵暮

此 与 以云 以上 水声 保 部 保 左 阿 於 【冷
】

毛 由
正
＿
祖 木／ 土

一
云 声久 伊 知 知 ／ ／ 奈 ／ 江 不

一
ホ 南 祖 n＝＝

久 阿
万
／
子
久

／ レし上 高 作公 久 反 反 ／ 久 久 戸
晶
也

構
／
／ ／ 左 布 留 ヒ上

此 与 以構 以云 水声 保 都 保 左 阿 於 阿 毛 由
正 祖 木云 土董 祥久 伊 知 知 祖 口力 奈 久 万 江 不
□ tl一］上

高ホ 高 反左 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／
／ ／ 作公 久 反 反 布 久 子 久 ［品
也

上
／
／ 左 留 久 ヒ上 戸

］

与 以構 以上 水 保 都 保 左 阿 於 阿 毛 由
祖 木云 土云 井戸 伊 知 知 祖 n

H
．刀 奈 久 万 江 不

ヒ上 高ホ 高董 反久 久 反 布 久 子 久 ／
／ 作
／
／左
公
左 ／

留
久 ／
比
戸

与 以構 以云 水 保 都 保 左 阿 於 阿 毛 由
□ 木云 土壷 □努 伊 知 知 祖 n＝＝

力 奈 久 万 江 不
□ 高ホ 高 □□ 久 反 反 布 ／ 子 久 ／
／ 佑
上
／

／□
□
左 久

留
／
久
レし上 戸

与 以云 以壷 水／ 保 都 保 左 阿 於 阿 毛 由
祖 木ホ 土 声左 伊 知 知 祖 口力 奈 久 万 江 不
ヒ上 高 高 反公 久 反 反 布 久 子 久 戸
構
／
作
上
云

川
戸
久

左 留 久 ヒ上

此 与 以云 以云 水 保 都 保 左 阿 於 阿 毛 由
正
＿
祖 木
一

缶 土
一

重 声声 伊 知 知 祖 n＝＝
力 奈 久 万 江 不

一
ヒ上 尚 尚 反

／
左
公
久
左
反 反 布 久

／
留

子
久
久
比
／
戸／

晶
也

構
／
作
上
／

平
安
時
代
の
儀
軌
訓
読
に
於
け
る
音
義
の
利
用

一
九
一
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17 07 96 86 67 6ごり 56 46 36
詔 不 大 沙 大寺 卿 臆 鴻 試
詳 空 虞 目」目上 興

善

上云時時 此名 此 此云云 此寺者 此 此之是部 此 之而字
字／云云 濯智 王 梵志息 長也是 ロ白扇 鷹志司省 際 ／不解
汎命詔詰 頂蔵 ／ 語長悪 ／直尼 其 乃奈名／ 中 声為准
公也也也 時 賜 ／摩修 安云寺 ／ H＝H

力／准等 ／ ／務之
／公官民 号 号 略ホ善 京興也 司 太利此 大 反／
口告永 ／ 也奈 ／／ 上 波此上 云 此時
所百／法 也 具／ 内善 也 良二治 鴻 懸用
出官民受 正 ／此 在寺 乃字／ 名此

上命云也 此／ 此 此云云 此直尼 此 此之是省 ［此
］

之為准
字也詔民 濯正 王 梵志息 長云寺 日日い 雁志司等 声／之
汎公官承 ／名 賜 ／良悪 安興也 某 乃奈名 雁 反務
公被告法 頂／ ／ 語摩修 京／ ／ n

H
力利准 中 此時

ロ百民受 時智 号 略ホ善 内善 司 太此此 大 懸用
所官時片 ／蔵 ／奈 在寺 上 披／土 ／ 名此
出時云／ 号 也／ 寺 也 良二治 云 而字
云／誅時 也 具此 也是 乃宇部 鴻 不徐

上命詔也 此／ 此 此良悪 此也是 此 此／是部 此 之為准
字也也民 濯正 王 梵摩修 長直／ 日日属 鷹之司省 鷹 声／之
汎公官永 ／名 ／ 語／善 安云尼 其 乃志名等 中 反務
公被／法 頂／ 賜 略ホ 京興寺 ／ ／奈／ 大

＿
此時

口告 ロ 号 奈 善 首 口 五 用
所官民行 ／蔵 具此 在／ 上 太此此 ／ 名此

云 号 云云 也 二土 鴻 而字
云云話云 也 志息 寺者 良宇治 不徐



＊
　
［
　
］
　
は
欠
損
を
示
す
。

仁
和
寺
本
と
、
高
山
寺
甲
本
と
の
音
義
部
分
の
異
同
例
は
、
9
・
2
8
・
2
9
・
5
5
・
5
8
・
6
3
・
6
4
・
6
5
・
6
6
・
7
1
の
十
項
目
に
わ
た
っ
て
存

し
、
多
く
は
な
い
が
こ
の
う
ち
「
5
5
勘
」
に
つ
い
て
は
後
に
問
題
と
す
る
。

仁
和
寺
に
は
、
右
の
他
に
「
仁
和
寺
尊
毒
院
」
朱
印
、
「
寛
文
九
年
冬
閏
十
月
上
旬
以
心
蓮
院
経
蔵
之
古
本
寛
之
／
虫
損
之
字
書
残
之
以
飴

本
可
書
補
之
／
〓
父
了
　
　
願
書
／
今
朝
地
動
」
　
の
奥
書
を
も
つ
寛
文
九
年
写
薪
吉
本
が
存
す
る
が
、
当
該
の
仁
和
寺
蔵
院
政
期
写
本
の
本

（3）

文
と
非
常
に
近
く
、
右
の
伝
本
が
仁
和
寺
心
蓮
院
本
で
あ
る
な
ど
の
所
蔵
状
況
か
ら
直
接
の
親
子
関
係
を
推
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ

う
。

二
、
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
と
一
字
頂
輪
三
輪
伽
念
請
儀
軌
の
訓
読

先
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
が
空
海
の
眞
撰
で
あ
ろ
う
と
、
ま
た
は
、
別
人
の
撰
で
あ
ろ
う
と
、
少
な
く
と
も
済
邁
・

覚
鎖
‥
心
覚
の
時
代
に
は
、
空
海
撰
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
御
作
目
録
類
に
登
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
伺
い
知
る

こ
と
が
出
来
よ
う
。
本
音
義
が
、
音
義
で
あ
る
以
上
、
所
依
の
儀
軌
の
訓
読
の
場
と
連
動
し
た
形
で
作
成
さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
又
、
本
音

義
の
書
承
伝
承
の
間
に
、
訓
読
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
得
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

本
音
義
の
所
依
の
儀
軌
の
訓
点
資
料
と
し
て
は
、
以
下
に
掲
げ
た
如
き
資
料
が
管
見
に
入
っ
た
。

A
、
高
山
寺
蔵
一
字
頂
輪
王
稔
伽
念
訴
儀
軌
（
重
文
第
－
部
2
0
9
号
・
薄
青
点
【
喜
多
院
点
】
）

○
平
安
時
代
寛
治
七
年
写
、
粘
葉
装
、
朱
点
（
仮
名
、
中
院
僧
正
点
、
院
政
期
）
、
薄
青
点
（
仮
名
、
喜
多
院
点
、
院
政
期
）
、
墨
点
（
仮
名
、

平
安
時
代
の
儀
軌
訓
読
に
於
け
る
音
義
の
利
用
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院
政
期
）

（
裏
表
紙
）
　
「
玄
澄
之
」

（
奥
書
）
寛
治
七
年
二
月
七
日
未
剋
書
了

（
朱
書
）
　
「
一
校
了
／
　
　
求
法
僧
兼
範
本
」

（
別
筆
）
　
「
長
承
四
季
卯
正
月
廿
七
日
持
明
院
奉
博
受
口
／
御
房
了

一
九
四

金
剛
併
子
謹
印
／
　
又
一
校
了
」

（
薄
青
筆
）
「
治
承
二
望
ハ
月
八
日
以
a
御
本
□
／
口
□
□
□
□
□
D
D
n
L

B
、
右
掲
資
料
（
中
院
僧
正
点
）

C
、
高
山
寺
蔵
一
字
頂
輪
王
念
諦
儀
軌
（
第
六
二
函
第
8
1
号
・
円
堂
点
）

○
平
安
時
代
嘉
承
二
年
写
、
粘
菓
装
、
朱
点
（
仮
名
、
円
堂
点
、
嘉
承
二
年
）

（
奥
書
）
嘉
承
二
年
四
月
六
日
於
御
房
書
了
／
　
　
　
　
僧
林
寛
之
本

（
朱
書
）
　
「
以
御
房
／
本
移
点
了
／
同
月
同
日
御
房
受
奉
了
」

（
別
筆
）
　
「
久
安
五
年
正
月
廿
八
日
巳
剋
許
欒
生
房
／
奉
受
了
／
　
　
僧
弁
真
」

D
、
高
山
寺
蔵
一
字
頂
輪
王
玲
伽
念
諦
儀
軌
（
第
一
八
三
函
第
2
2
号
・
東
大
寺
点
）

○
鎌
倉
時
代
建
久
四
年
写
、
粘
葉
装
、
失
点
（
仮
名
、
東
大
寺
点
、
建
久
四
年
）

（
奥
書
）
建
久
四
季
十
月
十
三
日
中
時
許
於
神
／
護
寺
以
埋
明
房
阿
閣
梨
之
本
書
了

（
朱
書
）
「
十
八
日
末
時
移
点
了
」
　
十
九
日
交
了
／
同
月
九
日
奉
侍
受
軍
資
之
本
／
高
尾
本

資
料
A
は
、
喜
多
院
点
加
点
資
料
で
、
薄
青
の
玄
書
の
訓
点
の
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
訓
点
に
対
応
す
る
奥
書
は
、
治
承
二
年
の
奥
書

で
、
虫
損
に
よ
っ
て
奥
書
本
文
に
僧
名
が
確
認
で
き
な
い
が
、
高
山
寺
現
蔵
の
玄
謹
加
点
の
訓
点
資
料
に
は
、
薄
青
の
喜
多
院
点
が
加
点
さ

れ
、
他
に
同
様
の
色
調
の
喜
多
院
点
の
加
点
資
料
が
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
と
、
奥
書
の
記
載
様
式
や
、
玄
書
は
多
く
証
印
の
伝
持
本
を
伝
領



し
薄
青
の
喜
多
院
点
を
加
点
し
て
お
り
、
本
資
料
も
証
印
本
を
伝
領
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
薄
青
の
喜
多
院
点
は
、
玄
澄
の
加

点
と
認
め
ら
れ
る
高
野
山
関
係
の
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
裏
表
紙
「
玄
置
之
」
の
識
語
も
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

資
料
B
は
、
資
料
A
に
加
点
さ
れ
た
中
院
僧
正
点
で
、
あ
る
い
は
、
資
料
A
の
朱
書
奥
書
の
「
兼
範
」
の
加
点
に
よ
る
も
の
か
も
知
れ
な
い

が
、
こ
れ
も
、
真
言
宗
高
野
山
の
関
係
資
料
で
あ
る
。
資
料
A
に
加
点
さ
れ
た
墨
点
は
、
認
印
に
よ
る
も
の
か
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
加

点
例
は
多
く
は
な
い
。
高
山
寺
に
は
こ
の
他
護
印
本
を
何
点
か
伝
え
る
。
讃
印
は
高
野
山
に
あ
っ
て
円
堂
点
の
使
用
者
で
あ
り
、
又
、
お
お

（4）

く
中
院
僧
正
点
の
所
用
資
料
に
墨
点
を
加
え
て
お
り
、
置
印
自
身
も
中
院
僧
正
点
を
使
用
し
た
と
認
め
ら
れ
る
節
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の

墨
点
も
資
料
B
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
。
資
料
C
は
、
嘉
承
二
年
（
二
〇
七
）
の
円
堂
点
の
加
点
の
存
す
る
資
料
で
、
奥
書
に
林
寛

の
名
前
の
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
奥
書
の
僧
・
林
寛
、
弁
眞
と
も
に
、
仁
和
寺
の
僧
で
、
仁
和
寺
関
係
の
訓
点
資
料
と
判
断
さ
れ
（

5）

る
。
資
料

D
は
、
鎌
倉
時
代
建
久
四
年
の
東
大
寺
点
の
加
点
資
料
で
あ
る
。
奥
書
に
は
、
神
護
寺
・
高
尾
本
と
見
え
て
い
る
が
、
親
本
は
、
埋
明
房
興

然
の
本
で
あ
る
。
興
然
は
、
先
に
掲
げ
た
音
義
、
東
寺
観
智
院
乙
本
の
本
奥
書
に
認
め
ら
れ
る
法
務
寛
信
の
孫
弟
子
で
あ
る
真
言
宗
小
野
流

（6）

の
僧
侶
で
あ
る
。

さ
て
、
以
下
に
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
の
音
義
部
分
と
以
上
の
訓
点
資
料
の
訓
読
と
を
対
照
さ
せ
た
一
覧
表
を
掲
げ
る
。
四
種
の
訓
点
資

料
の
訓
読
の
用
例
は
、
主
と
し
て
仮
名
点
の
加
点
の
存
す
る
用
例
を
対
照
し
た
も
の
で
、
該
当
資
料
に
仮
名
点
の
加
点
の
な
い
も
の
は
、
原

則
と
し
て
該
当
賢
は
空
白
と
し
た
。
又
、
音
義
部
分
に
は
後
に
述
べ
る
理
由
に
よ
っ
て
仁
和
寺
蔵
院
政
期
写
本
を
掲
げ
た
。

一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
と
、
四
種
の
儀
軌
の
訓
読
と
を
比
較
す
る
と
、
例
1
で
は
喜
多
院
点
に
お
い
て
「
シ
ャ
」
「
シ
ヤ
ク
」
、
円
堂
点
に

お
い
て
「
ラ
ク
」
と
読
ま
れ
、
音
義
は
喜
多
院
点
の
形
態
に
符
合
す
る
。
例
4
は
、
喜
多
院
点
で
訓
読
、
円
堂
点
と
東
大
寺
点
で
は
音
読
で
、

音
義
の
形
は
、
喜
多
院
点
と
等
し
い
。
5
は
、
音
形
不
明
な
が
ら
喜
多
院
点
は
音
読
。
中
院
僧
正
点
の
引
用
注
は
音
義
出
自
の
も
の
で
は
な

い
。
7
・
8
の
例
は
音
義
の
形
態
と
中
院
僧
正
点
・
円
堂
点
・
東
大
寺
点
の
形
が
符
合
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
喜
多
院
点
の
形
も
音
義
と

矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
9
は
円
堂
点
の
形
が
異
な
る
。
1
0
は
、
東
大
寺
点
の
引
用
注
が
音
義
出
自
の
も
の
で
は
な
い
。
1
1
以
下
1
3
ま
で

平
安
時
代
の
儀
軌
訓
読
に
於
け
る
音
義
の
利
用
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16 06
形
服
閣

与レし上 以云
祖 木

／
高
構
／

／
ホ

ヨソ
ホ
ヒ

の

形

服

如

素
月

と

と

し

の
例
は
、
喜
多
院
点
の
訓
読
は
、
音
義
と
一
致
す
る
。
1
6
は
、
喜
多
院
点
「
フ
フ
ム
」
で
音
義
と
等
し
く
、
中
院
僧
正
点
・
円
堂
点
は
「
カ

ム
」
に
訓
ず
る
。
1
9
の
例
も
喜
多
院
点
は
、
音
義
に
等
し
い
。
2
1
は
、
喜
多
院
点
「
ト
ガ
リ
　
ト
シ
」
で
音
義
に
一
致
し
、
中
院
僧
正
点
「
サ

キ
ト
ガ
レ
リ
」
は
音
義
と
は
異
な
る
。
2
2
の
喜
多
院
点
の
下
欄
外
書
人
柱
は
、
音
義
出
自
と
認
め
ら
れ
る
。
2
3
よ
り
2
7
・
2
9
・
3
2
の
例
も
喜

多
院
点
は
音
義
と
一
致
す
る
。
2
8
は
、
喜
多
院
点
に
音
義
の
形
が
認
め
ら
れ
、
円
堂
点
は
こ
れ
に
異
な
る
。
3
0
は
、
喜
多
院
点
・
円
堂
点
と

も
に
音
義
に
等
し
い
。
3
5
の
例
は
、
喜
多
院
点
訓
読
・
円
堂
点
音
読
で
あ
る
が
、
共
に
音
義
と
は
矛
盾
し
な
い
。
3
6
は
、
喜
多
院
点
に
お
い

て
は
文
撰
読
み
を
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
例
で
あ
っ
て
、
音
義
の
記
載
事
項
、
注
の
形
態
「
太
平
也
加
奈
留
状
」
に
か
な
う
も
の
で
あ

る
。
一
方
、
中
院
僧
正
点
・
円
堂
点
・
東
大
寺
点
で
は
、
音
義
の
記
載
に
あ
わ
な
い
。
3
7
の
喜
多
院
点
右
傍
書
人
も
音
義
の
記
載
と
符
合
す

る
。
3
8
も
音
義
は
、
喜
多
院
点
に
合
う
。
4
0
は
、
喜
多
院
点
は
音
義
に
叶
っ
て
い
る
も
の
の
、
中
院
僧
正
点
は
「
ス
コ
シ
」
と
訓
じ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
4
1
は
喜
多
院
点
と
と
も
に
、
中
院
僧
正
点
・
東
大
寺
点
に
も
音
義
と
一
致
す
る
訓
が
認
め
ら
れ
る
。
4
2
は
、
喜
多
院
点
と

東
大
寺
点
に
音
義
と
等
し
い
形
態
が
認
め
ら
れ
、
中
院
僧
正
点
・
円
堂
点
で
は
「
ヒ
ク
」
、
東
大
寺
点
別
訓
で
は
「
シ
ク
」
訓
が
認
め
ら
れ
て
、

音
義
と
は
異
な
る
。
4
4
は
喜
多
院
点
下
欄
外
書
人
の
和
訓
が
音
義
と
一
致
し
、
円
堂
点
の
字
音
読
も
音
義
に
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
4
5
・

4
7
・
4
9
は
喜
多
院
点
が
音
義
に
等
し
い
。
5
1
は
喜
多
院
点
が
音
義
に
等
し
く
、
円
堂
点
は
別
形
で
あ
る
。
5
2
は
、
喜
多
院
点
に
加
点
が
な
く
、

中
院
僧
正
点
・
円
堂
点
・
東
大
寺
点
に
加
点
が
存
す
る
も
の
の
、
そ
の
形
態
は
、
音
義
に
合
わ
な
い
。
5
3
・
5
7
・
6
1
共
に
喜
多
院
点
は
音
義

に
一
致
す
る
。
5
5
・
5
6
の
例
は
、
喜
多
院
点
音
読
で
音
義
に
一
致
し
、
他
は
訓
読
で
音
義
に
は
和
訓
の
登
載
が
な
く
合
わ
な
い
。

以
上
の
比
較
の
ご
と
く
、
一
字
頂
輪
王
儀
軌
の
訓
点
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の
訓
読
を
音
義
と
の
関
係
で
比
較
す
る
限
り
、
そ
の
一
致
率
の



高
い
も
の
は
、
喜
多
院
点
加
点
の
資
料
で
あ
る
。
そ
の
一
致
率
は
他
に
比
べ
て
極
め
て
高
く
、
儀
軌
の
訓
読
に
お
い
て
、
音
義
を
使
用
し
た

（7）

結
果
で
あ
る
と
認
め
て
矛
盾
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
喜
多
院
点
に
お
け
る
音
義
の
利
用
は
、
万
葉
仮
名
和
訓
は
も
と
よ
り
、

字
音
注
、
義
注
に
ま
で
及
び
、
義
注
も
「
3
7
甚
」
、
「
2
2
白
」
の
如
く
漢
字
の
ま
ま
の
書
人
の
存
す
る
一
方
、
2
や
2
5
4
0
4
2
4
3
の
如
く
仮
名
に

置
き
換
え
ら
れ
た
も
の
と
覚
し
き
例
ま
で
が
存
し
、
音
義
の
種
々
の
要
素
が
利
用
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
同
じ
く
真
言
宗
関

係
の
加
点
資
料
で
は
あ
っ
て
も
、
中
院
僧
正
点
・
円
堂
点
・
東
大
寺
点
の
加
点
資
料
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
音
義
と
ま
ま
一
致
す
る
例
は
存

す
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
ヲ
コ
ト
点
の
加
点
資
料
の
訓
読
の
背
景
に
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
が
存
し
た
と
は
認
め
に
く
い
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
。
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
の
東
寺
観
智
院
乙
本
に
は
、
天
養
二
年
の
本
奥
書
が
存
し
て
、
寛
信
の
名
前
が
見
え
て
お
り
、
真
言
宗
小
野
流

（
醍
醐
寺
・
勧
修
寺
辺
）
に
音
義
が
存
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
管
見
の
限
り
、
こ
れ
を
東
大
寺
点
資
料
な
ど
の
訓
読
に
利

用
し
た
証
は
な
い
。

即
ち
、
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
を
一
字
頂
輪
王
儀
軌
の
訓
読
に
積
極
的
に
利
用
し
た
の
は
、
真
言
宗
も
喜
多
院
点
加
点
資
料
が
示
す
学
統

に
お
い
て
で
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
こ
う
し
た
方
法
に
よ
っ
て
表
出
し
た
も
の
が
喜
多
院
点
資
料
の
訓
読
語
の
特
色
の
一
で
あ
る
と
把

握
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
事
は
、
音
義
の
側
で
、
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
に
対
す
る
ヲ
コ
ト
点
の
加
点
が
喜
多
院
点
の
み
認
め
ら
れ
る
こ
と
と

も
連
動
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

喜
多
院
点
に
お
い
て
、
音
義
が
訓
読
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
右
に
確
認
し
た
が
、
そ
の
利
用
は
、
音
義
の
音
訓
や
意
義
注
を
書
入
注

な
ど
の
形
で
訓
読
に
対
し
て
補
助
的
に
参
照
し
た
も
の
で
は
な
く
、
訓
読
語
に
直
接
的
に
反
映
す
る
形
で
取
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
、
右
の
表
二
中
の
音
義
と
喜
多
院
点
訓
読
例
と
を
対
照
さ
せ
れ
ば
明
白
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
音
義
に
お
け
る
和
訓
の
掲
出
は
、
活
用
語
に

お
い
て
終
止
形
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
喜
多
院
点
の
訓
読
で
は
構
文
上
の
位
置
に
よ
っ
て
、
し
か
る
べ
き
活
用
形
が
採
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
事
か
ら
、
儀
軌
の
訓
読
に
お
い
て
、
訓
読
の
結
果
成
立
す
る
訓
読
文
の
な
か
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
喜

多
院
点
に
お
け
る
音
義
所
出
の
訓
点
の
加
点
は
、
欄
外
で
あ
っ
た
り
、
左
傍
で
あ
る
こ
と
が
目
立
つ
。
こ
の
事
に
つ
い
て
は
、
該
当
高
山
寺

平
安
時
代
の
儀
軌
訓
読
に
於
け
る
音
義
の
利
用
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二
〇
四

本
資
料
A
に
は
、
喜
多
院
点
に
先
行
し
て
資
料
B
と
し
た
朱
点
と
墨
点
の
加
点
が
存
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
た
だ
、
例
え

ば
、
表
二
の
例
1
3
な
ど
は
、
喜
多
院
点
に
お
い
て
音
読
と
訓
読
の
両
形
が
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
原
本
該
当
字
の
右
側
は
空
白
で
あ
り
な
が

ら
左
傍
に
加
点
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
重
視
す
れ
ば
、
真
言
宗
の
喜
多
院
点
所
用
の
学
統
に
お
い
て
は
一
字
頂
輪
王
儀
軌
の
当
時

一
般
に
存
し
た
訓
読
の
枠
の
な
か
に
二
次
的
に
音
義
出
自
の
訓
読
が
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
は
高
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
事
か
ら
、

音
義
出
自
の
語
が
訓
読
の
な
か
で
如
何
な
る
位
置
を
占
め
た
も
の
で
あ
る
の
か
は
注
意
を
要
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
喜
多
院
点
の
訓
読
に
つ
い
て
、
音
義
の
訓
読
へ
の
利
用
が
い
か
な
る
場
で
、
い
か
な
る
僧
侶
の
創
案
の
も
と
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
の
か
は
今
の
所
明
か
で
は
な
い
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
恐
ら
く
は
、
高
山
寺
本
資
料
A
の
加
点
者
玄
澄
の
創
案
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
例
え
ば
、
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
高
山
寺
甲
本
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
光
明
山
に
も
音
義
が
存
し
た
由
で
あ
り
、
備
書
の
訓
読
に
つ
い
て

意
を
注
い
だ
と
認
め
ら
れ
る
賓
範
な
ど
の
創
始
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
後
の
実
証
に
待
ち
た
い
。
た
だ
、
古
く
、
た

と
え
ば
平
安
初
期
な
ど
か
ら
の
伝
承
で
な
か
ろ
う
事
は
、
消
極
的
に
で
は
あ
る
が
、
平
安
初
期
の
訓
読
語
に
認
め
ら
れ
る
特
徴
的
な
語
、
助

詞
「
い
」
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
語
の
出
現
が
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
後
に
、
高
山
寺
本
の
玄
護
加
点
の
儀
軌
に
利
用
さ
れ
た
音
義
は
、
仁
和
寺
蔵
の
院
政
期
写
本
の
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て

お
く
。
音
義
と
儀
軌
の
訓
読
を
対
照
し
た
表
二
の
例
5
5
は
、
高
山
寺
本
玄
澄
加
点
の
喜
多
院
点
で
は
、
「
へ
チ
」
の
音
形
を
与
え
て
い
る
。
儀

軌
の
他
資
料
は
い
ず
れ
も
訓
読
で
あ
る
。
こ
の
喜
多
院
点
加
点
資
料
の
読
み
も
、
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
に
よ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、

表
一
に
掲
載
し
た
音
義
本
文
の
対
照
表
一
の
例
5
5
の
ご
と
く
、
こ
の
字
に
つ
い
て
は
、
仁
和
寺
本
の
み
二
部
知
反
」
で
あ
っ
て
、
他
は
「
都

知
反
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
重
視
す
れ
ば
、
高
山
寺
本
の
喜
多
院
点
加
点
の
背
景
に
は
、
仁
和
寺
蔵
院
政
期
写
本
の
如

き
形
態
の
音
義
が
存
す
る
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
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（8）

既
に
字
音
資
料
に
つ
い
て
は
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
本
邦
撰
述
の
音
義
の
利
用
が
説
か
れ
て
い
る
。
筆
者
は
寡
聞
に
し
て
平
安
鎌
倉
時
代
の

仏
書
訓
読
に
お
い
て
本
邦
撰
述
の
音
義
が
、
訓
読
文
に
直
接
反
映
す
る
形
で
利
用
さ
れ
た
も
の
を
他
に
知
ら
な
い
が
、
訓
読
と
い
う
言
語
的

営
為
に
関
わ
っ
て
、
本
邦
の
撰
述
に
限
ら
ず
注
釈
書
、
韻
書
や
類
書
類
、
類
衆
名
義
抄
な
ど
の
辞
書
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
訓
点
資
料
類

に
そ
の
書
込
が
現
存
す
る
こ
と
で
裏
付
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
引
用
が
、
訓
読
と
い
う
言
語
的
営
為
の
ど
の
段
階
で
利
用
さ
れ
た

も
の
か
、
又
、
訓
読
と
い
う
仕
組
み
に
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
も
の
か
は
書
込
だ
け
か
ら
で
は
明
か
で
は
な
い
。
本
稿
に
取
り
上
げ
た
一
字

頂
輪
王
儀
軌
と
そ
の
音
義
に
お
い
て
は
、
訓
読
文
を
形
作
る
上
で
の
一
部
と
し
て
、
音
義
中
の
種
々
の
形
態
の
注
が
言
葉
の
レ
ベ
ル
で
利
用

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
ょ
う
と
試
み
た
。
右
の
検
討
の
結
果
、
こ
う
し
た
方
法
を
用
い
た
の
は
、
真
言
宗
で
も
平
安
後
半
期

の
喜
多
院
点
と
い
う
ヲ
コ
ト
点
を
使
用
す
る
僧
侶
集
団
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
事
は
、
一
字
頂
輪
王

儀
軌
の
訓
読
に
お
い
て
、
喜
多
院
点
資
料
の
訓
読
語
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

注

（
1
）
　
築
島
裕
・
小
林
芳
規
「
高
山
寺
本
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
に
つ
い
て
」
（
「
国
語
学
」
第
七
十
一
集
、
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
）
。
高
山
寺
典
籍
文

書
綜
合
調
査
団
編
『
高
山
寺
古
辞
書
資
料
第
一
』
第
二
部
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
、
築
島
裕
・
小
林
芳
規
解
説
（
昭
和
五
十
二
年
三
月
・

東
京
大
学
出
版
会
）
。

（
2
）
　
高
橋
宏
幸
「
『
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
』
致
田
」
　
（
「
国
文
学
論
考
」
第
二
十
六
号
、
平
成
二
年
三
月
）
　
に
お
い
て
、
被
注
字
等
の
整
理

が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
　
注
1
、
『
高
山
寺
古
辞
書
資
料
第
一
』
第
二
部
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
訓
釈
諸
本
対
照
表
（
昭
和
五
十
二
年
三
月
）
参
照
。

（
4
）
　
置
印
の
円
堂
点
所
用
例
は
確
例
が
存
す
る
。
又
、
中
院
僧
正
点
の
所
用
僧
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
高
山
寺
蔵
秘
密
漫
茶
羅
教
付
法
侍
（
重
文

I
部
第
1
9
9
号
・
中
院
僧
正
点
）
　
な
ど
に
よ
り
推
定
さ
れ
よ
う
。

平
安
時
代
の
儀
軌
訓
読
に
於
け
る
音
義
の
利
用
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研
　
究

（
5
）
　
拙
稿
「
高
山
寺
伝
存
の
円
堂
点
資
料
に
つ
い
て
」
　
（
「
高
知
大
国
文
」
第
1
6
号
、
昭
和
6
0
年
1
2
月
）

二
〇
六

（
6
）
　
寛
信
、
興
然
の
血
脈
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
認
印

（
醍
醐
寺
蔵
伝
法
濯
頂
師
資
相
承
血
脈
に
よ
る
）

（
7
）
　
白
藤
祀
幸
「
注
釈
と
し
て
の
漢
文
訓
読
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
六
十
七
巻
第
二
号
、
平
成
二
年
二
月
）
に
お
い
て
、
二
十
三
条
を
対
照
さ
せ
て

資
料
A
の
音
義
利
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
　
招
本
克
明
「
高
山
寺
蔵
字
音
資
料
に
つ
い
て
」
（
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
、
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
、
東

京
大
学
出
版
会
）
。

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
高
山
寺
古
辞
書
資
料
第
二
』
　
（
昭
和
五
十
八
年
二
月
・
東
京
大
学
出
版
会
）
白
藤
礼
幸
、
解
説
。

右
に
お
い
て
、
高
山
寺
蔵
新
訳
華
厳
経
寛
喜
元
年
点
（
第
一
〇
函
第
1
号
他
）
は
、
新
訳
華
厳
経
音
義
に
よ
っ
て
加
点
さ
れ
、
高
山
寺
蔵
貞
元
華

厳
経
鎌
倉
初
期
点
（
第
二
〇
八
函
第
5
号
）
　
の
墨
点
（
仮
名
、
声
点
）
が
、
一
例
を
除
き
貞
元
華
厳
経
音
義
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、

貞
元
音
義
に
よ
っ
て
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

［
付
記
］

本
稿
を
成
す
に
当
た
り
、
資
料
の
閲
覧
・
調
査
に
関
し
て
、
松
村
祐
澄
門
跡
現
下
・
田
中
純
應
宗
務
総
長
を
初
め
と
す
る
仁
和
寺
御
当
局
の
方
々
、
又
、

高
山
寺
小
川
千
恵
子
様
は
じ
め
各
位
の
御
高
配
を
恭
く
し
た
。
ま
た
、
花
野
憲
道
氏
に
は
、
種
々
御
温
情
を
賜
り
、
築
島
裕
先
生
・
月
本
雅
章
氏
に
は
何

か
と
御
指
導
を
有
難
う
し
た
。
又
、
成
稿
後
、
沼
本
克
明
氏
に
は
、
貴
重
な
御
意
見
御
指
導
を
戴
い
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。




